
（別紙３）

～ 令和7年　2月　15日

（対象者数） 19人 （回答者数）
9人

～ 令和7年　3月　10日

（対象者数） 6人 （回答者数）
6人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

活動プログラムをチームで作成することはもちろん、お子様

や保護者様の意見を取り入れて活動を計画していく。

2
基準書やHUG等の情報をもとにスタッフ間で話し合い

振り返りや改善案を出し合っていく。

3
HUGやLINEを通してインスタグラムで日々の活動風景やお子

様の様子を発信していることを知らせる。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
こちら主催のイベントに地域のお子様を招待するなどして交

流ができるか検討していく。

2

こちら主催のイベントを通して家族で参加できる機会を設け

家族支援プログラムの一環として情報提供や研修の場を提供

できるようにしていく。

3

保護者様にも協力をして頂けるようにあらかじめ実施する日

をお伝えして日程調整をしやすくする。

また、防災訓練の必要性を理解してもらえるように周知して

いきたい。

○事業所名 放課後等デイサービスLiebe北外山

○保護者評価実施期間
令和7年　2月　3日

○保護者評価有効回答数

令和7年　3月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　3月　21日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

こどもの安全確保に関して、安全計画に基づく取り組みに家族

が参加する機会が少ない。

仕事をされている保護者様が多いため、日程調整をすることが

難しいと感じる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保育所や認定こども園、幼稚園、放課後児童クラブ、児童館、

地域のお子様との交流が持てていない事。

それぞれの機関によって活動時間が異なる為、時間を合わすこ

とが難しいと感じた。

家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング

等)や家族等の参加できる研修の機会を作ることができていな

い事。

家族支援の研修を実施する為の体制が整っていない。

ご家族様との時間調整が難しい。

毎日異なった活動を行い、活動プログラムが固定化しないよう

工夫していること。

お子様の興味関心に沿った活動の提供や、グループでの合同イ

ベントを企画することで他児との関りも多く、また様々な経験

や学びに繋げている。

日々の事務作業やお子様の支援記録をHUGシステムを使って

業務効率化することで支援に注力でき質の良い支援を目指せる

事。

全スタッフが業務内容や作業方法を把握できる様基準書を作成

するなど工夫している。

定期的にSNS等を活用しイベントや日々の様子、活動風景など

を発信していること。

SNSで発信する際はお子様の個人情報に十分注意している。

活動風景やお子様の日々の様子だけでなく、スタッフ紹介等を

行い安心して施設を利用して頂けるようにしている。

事業所における自己評価総括表公表


